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　　　　　学校法人未来学舎
　　　　　専門学校未来ビジネスカレッジ

学校長　今井 秀幸
(公印省略)

　令和3年度における当校の学校関係者評価を行い、ここに、【学校関係者評価結果】報告書を公表いたします。
　今後は、報告書にある改善事項等を真摯に受け止め、関係各位のご意見及びご指導を賜りつつ、全教職員一丸となって改善や工夫
を図り、教育水準の更なる向上を目指して参りたいと思います。今後とも、なお一層のご支援、ご協力をお願い申し上げます。

適正度 ご意見

※適正度は、全委員の平均値を表示
※ご意見は要約させていただきました。
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その他のご意見

9 法令等の遵守 3.4 ・適正に運営されるのが大事だと思います。 法令を遵守し、引き続き見直しや整備に努める。

10
社会貢献・地域貢
献

3.7 ・引き続き地域に密着した学校経営をお願いします。
小・中・高への出張講座、職業分野別職業体験や学校公開、地
元企業とのコラボレーション企画など、当校の教育資源を活用
した社会貢献・地域貢献の活動を積極的に進めている。

7 学生の受入れ募集 3.2 ・LINEやInstagram、X、TikTokなど、各ツールの特徴を生かした情報発信を進めてほしいです。
ホームページのリニューアルを始めとして、各種SNSツールによ
る情報発信を確実に進めている。専任者のもと、法人全体とし
て積極的に取り組んでいる。

8 財務 3.6 ・概ね問題なし。適切に運営されていると考えます。 健全な学校運営を今後も維持していく。

5 学生支援 3.2 ・色々な面で、学生へのサポートをしていただければと思います。

学費に関する支援、学習内容や学校生活に関するフォロー、就
職活動全般にわたるサポートなど、充実した学生及びご家庭に
対する支援体制をとっている。こうしたサポート体制に関する周
知も引き続き進めて行く。

6 教育環境 3.3 ・学びやすい環境は大事だと思います。
学生が学びやすい環境を提供出来るように、維持や見直しを計
画的に実施する。

3 教育活動 3.3
・専門学校ならではの充実した授業ができるよう期待します。
・自主的に考えて行動し、正解のない問題にたいして自分の答えを見つける力を養うような課題
解決型の教育体制をより充実してほしいと思います。

多分野を擁する総合専門学校として、分野ごとに企業との連携
や地域と連携した特色ある独自教育を実施している。また、他
学科とのコラボレーション授業など、他では得られない充実した
学びの場を提供している。

4 学修成果 3.5 ・今後も資格取得率向上の為の対策に期待します。
資格取得率、コンペティションでの入選、技術・知識の取得な
ど、高水準を維持し、就職率も高止まりでの維持に努める。

1 教育理念目標 3.3
・学生や保護者などに、教育理念や特色についての情報を周知・確認することが大切だと思いま
す。

ホームページはもとより、各種SNSツールを最大限に活用し、入
学予定者（学生）や父母等（保護者）、各関係者へ学校理念等を
積極的に発信し、周知徹底を図っている。

2 学校運営 3.2 ・組織運営等について、改善の継続を適切に進めることが必要と思われます。
法人全体での、法改正に対応した新しい体制での組織運営を
発足させ、コンプライアンス体制や規則・マニュアル等の整備を
進めている。

「令和6年度　学校関係者評価結果報告書」の公表について

適正度　4：優良　　3：適切　　2：要改善　　1：不適切

評価項目
学校関係者評価結果 学校関係者評価結果

を受けての改善事項


